
 

一部新聞報道で「山鳥坂ダム見送り」との記事が掲載されました

が、国土交通本省からは、『概算要求においては、検証に関する流動

的な要素が存在する状況であることを踏まえ、あくまで仮置きでは

あるが、「検証対象としたダム事業については、引き続き、新たな段

階に入らない」との方針を基本として予算を要求することとしてい

る』と聞いており、「要求が見送られた」という事実はありません。 
 

（参考）国土交通省河川局「平成２３年度河川局関係予算概要要求概要」より抜粋 
 

 

○「山鳥坂ダム見送り」との記事に係る見解について 


